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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自 平成25年９月１日
至 平成26年２月28日

自 平成26年９月１日
至 平成27年２月28日

自 平成25年９月１日
至 平成26年８月31日

売上高 （千円） 17,524,328 21,333,640 37,720,942

経常利益 （千円） 2,079,036 2,747,864 4,370,320

四半期（当期）純利益 （千円） 1,186,236 1,292,284 2,423,920

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,272,376 1,692,841 2,598,218

純資産額 （千円） 12,106,329 13,544,314 13,195,110

総資産額 （千円） 22,988,615 27,036,245 25,926,243

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 62.58 68.95 127.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.4 48.1 48.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 940,100 3,019,896 4,042,307

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △4,489,544 △1,436,890 △6,931,803

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,848,786 △1,191,256 2,198,172

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 4,160,283 5,694,842 5,169,807

 

回次
第45期
第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年12月１日
至 平成26年２月28日

自 平成26年12月１日
至 平成27年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 49.30 52.07

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第46期第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、当社（株式会社コシダカホールディングス）、連結子会社19社（株式会社コシダカ、株式会社

コシダカIPマネジメント、株式会社韓国コシダカ、株式会社カーブスホールディングス、株式会社カーブスジャパ

ン、株式会社ハイ・スタンダード、株式会社コシダカファシリティーズ、KOSHIDAKA INTERNATIONAL PTE.LTD.、

KOSHIDAKA MANAGEMENT SINGAPORE PTE.LTD.、K BOX ENTERTAINMENT GROUP PTE.LTD.他９社）、非連結子会社２社

（株式会社コシダカビジネスサポート、Koshidaka R&C Co., Ltd）により構成されており、カラオケ事業、カーブ

ス事業、温浴事業および不動産管理事業を主たる業務としております。

　当第２四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、次の

とおりであります。

(1)　カラオケ事業

非連結子会社であった、KOSHIDAKA INTERNATIONAL PTE.LTD.、KOSHIDAKA MANAGEMENT SINGAPORE PTE.LTD.、

K BOX ENTERTAINMENT GROUP PTE.LTD.他９社は、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲

に含めております。

 (2)　カーブス事業

　平成26年９月１日付で、株式会社北海道コシダカは、株式会社シュクランを吸収合併し、株式会社ハイ・スタ

ンダードに社名変更いたしました。

 (3)　温浴事業

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

　   (4)　不動産管理事業

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当社子会社である株式会社コシダカは、平成27年２月26日開催の取締役会において、株式会社ムーンの株式を取得

して子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました.

　詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間のわが国経済において、原油安の進行が、円安基調及び輸出の堅調さと相俟って企業収益

改善の継続に貢献すると同時に、消費増税の延期及び賃金上昇と相俟って個人消費の回復にも貢献しております。

 

　各セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

　【カラオケ】

　カラオケ店の大手チェーンへの集約が進み、顧客獲得競争が一層激しくなりつつあるなか、店舗網の拡充により積極

的に顧客を獲得していくことと、新しい楽しみ方と新しいサービスを考案し提供していくことにより市場の活性化を

図っていくことが、重要であると考えます。

　「カラオケ本舗まねきねこ」を中心に積極的に店舗展開を行うとともに、「すきっと会員」とワンカラの「シンガー

ズクラブ会員」の拡大を図ることにより顧客の固定客化も進めております。

　全店導入後１年近く経過する自社開発の「すきっと」は、その機能に関係各方面から注目され、コンテンツホルダー

とのコラボレーション企画などが相次ぎ行われるようになり、カラオケルームでの新しい楽しみ方の幅が広がりつつあ

ります。

当第２四半期連結会計期間末の国内店舗数は、前連結会計年度末比９店舗増加（新規出店15店舗）し375店舗となり

ました。リニューアルは18店舗行いました。海外店舗数は、16店舗（シンガポール11店舗、韓国５店舗）となっており

ます。

　この結果、カラオケセグメントの売上高は117億12百万円（前年同期比23.2％増）、セグメント利益は９億85百万円

（前年同期比37.1％増）となりました。

 

　【カーブス】

　急速に進展する高齢化社会において、一人一人が正しい運動方法を身につけ習慣づけていくこと、そしてそのような

仲間を既存の会員と一緒になって増やしていくこと、このような着実な活動を推し進めていくことにより未病率の改善

や健康寿命の延伸に貢献していきたいと、事業の拡大に努めております。

そのために、より顧客視点に立った通いやすい店舗網を構築し、一つ一つのクラブを所属する会員にとって成果実感

が溢れそしてそれを喜び合えるようなコミュニティに創り上げていくことを目指して、本部と加盟店が一体となって努

めております。また、地域住民の健康維持施策や未病治療施策を企画する地方自治体の事業への参画にも取り組んでお

ります。

　当第２四半期連結会計期間末の国内カーブス店舗数は、前連結会計年度末比59店舗増加（増加率4.0％）し1,534店舗

（内グループ直営店50店舗）に、会員数は９千人増加（増加率1.3％）し650千人となりました。

この結果、カーブスセグメントの売上高は86億96百万円（前年同期比22.7％増）、セグメント利益は20億51百万円

（前年同期比36.8％増）となりました。

 

　【温浴】

　カラオケ事業で培った店舗営業力（接客サービス力）の発揮と、更なる省エネ化の実現により、一層の収益性の改善

と業容の拡大に努めてまいります。カラオケ事業で培ってきた様々なノウハウ、特に社員教育面での人材育成システム

を活用し、固定費削減手法を駆使して、温浴施設経営の再生に取り組んでおります。

この結果、温浴セグメントの売上高は７億66百万円（前年同期比2.8％減）、セグメント損失は63百万円（前年同期

比47百万円損失額減少）となりました。
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　【不動産管理】

　不動産管理セグメントの売上高は１億57百万円（前年同期比13.7％増）、セグメント利益は69百万円（前年同期比

9.0％増）となりました。

 

　以上により、当社グループ（当社及び連結子会社）の当第２四半期連結累計期間の売上高は213億33百万円（前年同

期比21.7％増）、営業利益27億３百万円（同34.2％増）、経常利益27億47百万円（同32.2％増）、四半期純利益は12億

92百万円（同8.9％増）となりました。

 

(２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ11億10百万円増加し、270億36百万円（前連

結会計年度末比4.3％増）となりました。

（流動資産）

　流動資産は６億98百万円増加し105億11百万円（同比7.1％増）となりました。これは主に、現金及び預金が５億29百

万円および受取手形及び売掛金が３億17百万円増加したことなどによるものです。

（固定資産）

　有形固定資産は８億70百万円増加し110億26百万円（同比8.6％増）となりました。これは主に、建物及び構築物が５

億36百万円および車両運搬具及び工具器具備品が３億31百万円増加したことなどによるものです。

無形固定資産は10億61百万円増加し22億47百万円（同比89.6％増）となりました。これは主に、のれんが11億49百万

円増加したことなどによるものです。

投資その他の資産は15億20百万円減少し32億50百万円（同比31.9％減）となりました。これは主に、関係会社株式が

16億89百万円減少した一方で敷金及び保証金が２億60百万円増加したことなどによるものです。

固定資産の総額は４億11百万円増加し165億24百万円（同比2.6％増）となりました。

（流動負債）

　流動負債は３億23百万円増加し87億１百万円（同比3.9％増）となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が60百

万円および１年内返済予定の長期借入金が53百万円増加したことなどによるものです。

（固定負債）

　固定負債は４億37百万円増加し47億90百万円（同比10.1％増）となりました。これは主に、資産除去債務が１億75百

万円および長期借入金が１億45百万円増加したことなどによるものです。

　負債の総額は７億60百万円増加し134億91百万円（同比6.0％増）となりました。

（純資産）

　純資産は３億49百万円増加し135億44百万円（同比2.6％増）となりました。これは主に、利益剰余金が10億２百万円

増加した一方で自己株式が９億円減少したことなどによるものです。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

と比較して５億25百万円の増加（前年同期は17億円の減少）となり、56億94百万円（前年同期は41億60百万円）となり

ました。

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、30億19百万円の資金増加となりました。前年同期は９億40百万

円の資金増加であり、20億79百万円資金増加額が増えております。これは主に、税金等調整前四半期純利益が４億87百

万円および減価償却費が２億22百万円増えた一方で、たな卸資産の減少額が４億83百万円減ったことなどによるもので

あります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、14億36百万円の資金減少となりました。前年同期は44億89百万

円の資金減少であり、30億52百万円資金減少額が減っております。これは主に、有形固定資産の取得による支出が18億

53百万円および非連結子会社への出資による支出が15億18百万円減ったことなどによるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、11億91百万円の資金減少となりました。前年同期は18億48百万

円の資金増加であり、30億40百万円資金減少額が増えております。

　これは主に、長期借入れによる収入が19億円減った一方で自己株式の取得による支出が９億円増えたことなどによる

ものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社コシダカホールディングス(E04751)

四半期報告書

 5/23



（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億17百万円であります。

 

（６）主要な設備

　新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第２四半期連結累計期間に著しい変動はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（千株）

普通株式 76,800

計 76,800

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（千株）
（平成27年２月28日）

提出日現在発行数（千株）
（平成27年４月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,200 19,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 19,200 19,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年12月１日～

平成27年２月28日
－ 19,200 － 493,600 － 483,600
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（６）【大株主の状況】

  平成27年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ヨウザン 群馬県前橋市平和町１丁目４－10 5,832,000 30.37

腰髙　博 群馬県前橋市 2,310,000 12.03

株式会社アイエムオー 群馬県前橋市南町３丁目20－３　 1,366,000 7.11

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11

 
717,200 3.73

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK

FUND(ALL SECTOR SUBPORTFILIO)

(常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀

行)

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

 

678,280 3.53

腰高　修 群馬県前橋市 554,000 2.88

株式会社コシダカホールディングス 群馬県前橋市大友町１丁目５－１ 500,360 2.60

NORTHERN TRUST CO.(AVFC)RE FIDELITY

FUNDS

(常任代理人　香港上海銀行東京支店　

カストディ業務部)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON

E14 5NT, UK

(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

 

433,500 2.25

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY

 

(常任代理人　香港上海銀行東京支店　

カストディ業務部)

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA

02111

(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

 

375,800 1.95

BBH FOR FIDELITY PURITAN TR:FIDELITY

SR INTRINSIC OPPORTUNITIES FUND

(常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀

行)

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

 

350,000 1.82

　計　 　― 13,117,140 68.31
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） (自己株式)

普通株式　　 500,300

－ －

 

完全議決権株式（その他）

 

普通株式 18,698,200
 

 

186,982

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式
 

普通株式 1,500
 

 － －

発行済株式総数 19,200,000 － －

総株主の議決権 － 186,982 －

（注)　「完全議決権株式（その他）欄の株式数には株式給付信託（J-ESOP）により信託口が所有する当社株式

　　　　245,000株（議決権2,450個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年２月28日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数(株)

他人名義所有

株式数(株)

所有株式数の

合計(株)

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

当　社

群馬県前橋市大友町

１丁目５番地１
500,300 － 500,300 2.6

計 － 500,300 － 500,300 2.6

　　　（注)　当第２四半期連結会計期間末日現在の自己名義所有株式数は500,360株、その発行済株式総数に対する

　　　　　 所有割合は2.6%であります。また、この他に自己株式として認識している信託口所有の当社株式が245,000株

　　　　　 あります。これは、経済的実態を重視し、当社と信託口が一体であるとする会計処理を行っていること

　　　　　 から、信託口が所有する当社株式を自己株式として計上していることによるものであります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年12月１日から平

成27年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年９月１日から平成27年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,207,439 5,737,381

受取手形及び売掛金 1,825,313 2,142,315

商品 804,419 747,319

原材料及び貯蔵品 146,023 186,322

繰延税金資産 286,638 264,657

その他 1,557,830 1,453,442

貸倒引当金 △14,030 △19,757

流動資産合計 9,813,634 10,511,681

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,587,032 7,123,204

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 1,593,806 1,925,173

土地 1,965,917 1,965,917

リース資産（純額） 4,816 3,820

建設仮勘定 4,845 8,530

有形固定資産合計 10,156,419 11,026,646

無形固定資産   

のれん 21,186 1,171,050

ソフトウエア 1,110,758 1,070,094

その他 53,640 6,379

無形固定資産合計 1,185,585 2,247,524

投資その他の資産   

投資有価証券 480,872 515,442

関係会社株式 1,720,674 31,537

長期貸付金 495,784 423,318

長期前払費用 92,840 63,204

敷金及び保証金 1,695,051 1,955,718

繰延税金資産 261,723 218,703

その他 38,721 56,535

貸倒引当金 △15,064 △14,067

投資その他の資産合計 4,770,604 3,250,392

固定資産合計 16,112,609 16,524,563

資産合計 25,926,243 27,036,245
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年２月28日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,385,906 1,446,083

1年内返済予定の長期借入金 1,826,512 1,879,512

リース債務 2,092 2,092

未払金 996,410 776,343

未払費用 867,825 815,362

未払法人税等 1,066,474 1,026,487

賞与引当金 211,498 220,386

預り金 1,364,073 1,375,519

その他 657,634 1,159,659

流動負債合計 8,378,428 8,701,447

固定負債   

長期借入金 3,403,836 3,549,280

リース債務 2,964 1,918

繰延税金負債 249,015 368,560

資産除去債務 504,129 679,841

その他 192,758 190,883

固定負債合計 4,352,704 4,790,483

負債合計 12,731,133 13,491,930

純資産の部   

株主資本   

資本金 493,600 493,600

資本剰余金 483,600 483,600

利益剰余金 11,944,096 12,946,646

自己株式 △300,139 △1,200,797

株主資本合計 12,621,157 12,723,049

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,905 30,613

為替換算調整勘定 △52,660 241,797

その他の包括利益累計額合計 △46,755 272,410

少数株主持分 620,708 548,853

純資産合計 13,195,110 13,544,314

負債純資産合計 25,926,243 27,036,245
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

売上高 17,524,328 21,333,640

売上原価 12,759,244 15,499,098

売上総利益 4,765,083 5,834,542

販売費及び一般管理費 ※ 2,750,658 ※ 3,131,217

営業利益 2,014,424 2,703,325

営業外収益   

受取利息 7,788 8,665

受取配当金 44 3,724

為替差益 13,054 13,956

店舗移転補償金 26,476 －

その他 31,548 50,136

営業外収益合計 78,912 76,483

営業外費用   

支払利息 6,913 22,605

その他 7,387 9,339

営業外費用合計 14,300 31,944

経常利益 2,079,036 2,747,864

特別利益   

固定資産売却益 587 6,285

特別利益合計 587 6,285

特別損失   

固定資産除却損 28,241 98,756

減損損失 41,326 75,833

店舗閉鎖損失 － 82,186

特別損失合計 69,568 256,776

税金等調整前四半期純利益 2,010,055 2,497,372

法人税、住民税及び事業税 737,057 997,741

法人税等調整額 △3,134 79,200

法人税等合計 733,923 1,076,942

少数株主損益調整前四半期純利益 1,276,132 1,420,430

少数株主利益 89,896 128,145

四半期純利益 1,186,236 1,292,284
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,276,132 1,420,430

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8,977 30,613

為替換算調整勘定 △12,732 241,797

その他の包括利益合計 △3,755 272,410

四半期包括利益 1,272,376 1,692,841

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,182,480 1,564,695

少数株主に係る四半期包括利益 89,896 128,145
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,010,055 2,497,372

減価償却費 847,022 1,069,889

減損損失 41,326 75,833

のれん償却額 80,147 125,667

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,981 8,888

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,204 4,729

退職給付引当金の増減額（△は減少） 358 1,484

受取利息及び受取配当金 △7,833 △12,390

支払利息 6,913 22,605

有形固定資産売却損益（△は益） △587 △6,285

固定資産除却損 28,241 98,756

売上債権の増減額（△は増加） △143,953 △314,493

たな卸資産の増減額（△は増加） △399,031 84,083

仕入債務の増減額（△は減少） △128,773 △60,830

その他 △394,165 448,757

小計 1,935,944 4,044,069

利息及び配当金の受取額 7,836 12,390

利息の支払額 △7,898 △22,605

法人税等の支払額 △995,782 △1,013,957

営業活動によるキャッシュ・フロー 940,100 3,019,896

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,115,558 △1,261,965

有形固定資産の売却による収入 588 7,744

無形固定資産の取得による支出 △90,298 △85,690

投資有価証券の取得による支出 △114,750 －

投資有価証券の売却による収入 370,085 484

非連結子会社株式への出資による支出 △1,550,130 △31,537

敷金及び保証金の差入による支出 △81,989 △115,960

敷金及び保証金の回収による収入 67,464 40,905

貸付けによる支出 － △2,503

貸付金の回収による収入 48,184 15,681

定期預金の増減額（△は増加） △1,202 △1,197

その他 △21,939 △2,850

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,489,544 △1,436,890
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成27年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 3,100,000 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △997,627 △1,001,556

リース債務の返済による支出 △11,651 △1,046

自己株式の取得による支出 － △900,658

配当金の支払額 △236,935 △287,995

少数株主への配当金の支払額 △5,000 △200,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,848,786 △1,191,256

現金及び現金同等物に係る換算差額 424 △10,114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,700,233 381,636

現金及び現金同等物の期首残高 5,860,517 5,169,807

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 143,399

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,160,283 ※ 5,694,842
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　　第１四半期連結会計期間より、KOSHIDAKA INTERNATIONAL PTE.LTD.、KOSHIDAKA MANAGEMENT SINGAPORE

　　　PTE.LTD.、K BOX ENTERTAINMENT GROUP PTE.LTD.他9社を、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

　　　（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

　　　　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号

　　　平成25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しております。これによる四半期連結財務諸表への

　　　影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年９月１日
　　至 平成26年２月28日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年９月１日
　　至 平成27年２月28日）

給料 713,876千円 794,650千円

のれん償却額 80,147 125,667

賞与引当金繰入額 92,565 118,085

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年９月１日
至　平成26年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年９月１日
至　平成27年２月28日）

現金及び預金勘定 4,195,782千円 5,737,381千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △22,914 △25,320

使途制限付信託預金 △12,584 △17,218

現金及び現金同等物 4,160,283 5,694,842
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年９月１日　至平成26年２月28日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月26日

定時株主総会
普通株式 239,997 25.00 平成25年８月31日 平成25年11月27日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）導入に伴い設定した信託口に対する配当金3,062千円を含

めております。

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月10日

取締役会
普通株式 239,997 25.00 平成26年２月28日 平成26年５月９日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）導入に伴い設定した信託口に対する配当金3,062千円を含

めております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年９月１日　至平成27年２月28日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月26日

定時株主総会
普通株式 287,995 30.00 平成26年８月31日 平成26年11月27日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）導入に伴い設定した信託口に対する配当金3,675千円を含

めております。

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月10日

取締役会
普通株式 280,494 15.00 平成27年２月28日 平成27年５月11日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP）導入に伴い設定した信託口に対する配当金3,675千円を含

めております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　 Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年９月１日　至　平成26年２月28日）

　　　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）２
 カラオケ カーブス 温浴 不動産管理 計

売上高         

外部顧客への売上高 9,507,965 7,089,314 788,606 138,442 17,524,328 17,524,328 － 17,524,328

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － － － －

計 9,507,965 7,089,314 788,606 138,442 17,524,328 17,524,328 － 17,524,328

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
718,740 1,499,819 △110,740 64,049 2,171,868 2,171,868 △157,444 2,014,424

　　 　（注）１．セグメント利益の調整額△157,444千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

                ます。

　　　　　 　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

　　　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　　（固定資産に係る重要な減損損失）

 　　　　　 「カラオケ」セグメントにおいて、閉店予定店舗について41,326千円の減損損失（特別損失）を計上

　　　　　　しております。

 

　　 Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年９月１日　至　平成27年２月28日）

　　　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）２
 カラオケ カーブス 温浴 不動産管理 計

売上高         

外部顧客への売上高 11,712,288 8,696,998 766,878 157,475 21,333,640 21,333,640 － 21,333,640

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － － － －

計 11,712,288 8,696,998 766,878 157,475 21,333,640 21,333,640 － 21,333,640

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
985,270 2,051,796 △63,371 69,832 3,043,528 3,043,528 △340,203 2,703,325

　　 　（注）１．セグメント利益の調整額△340,203千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

                ます。

　　　　　 　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

　　　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　　（固定資産に係る重要な減損損失）

 　　　　　 当第２四半期連結会計期間において認識した重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　第１四半期連結会計期間より、「カラオケ」セグメントにおいて、KOSHIDAKA INTERNATIONAL PTE. LTD.、

KOSHIDAKA MANAGEMENT SINGAPORE PTE. LTD.、K BOX ENTERTAINMENT GROUP PTE. LTD.、他９社を連結の範囲

に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、1,143,210千円であります。
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（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がない

か、四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　 有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

　ません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年９月１日
至　平成26年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年９月１日
至　平成27年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 62円58銭 68円95銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,186,236 1,292,284

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,186,236 1,292,284

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,954 18,740

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成26年９月1日付で普通株式１株につき２株の割合を持って株式分割を行っており、前連結会計

　　年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

３．株主資本において自己株式として計上されている信託口所有の自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額

　　の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期間

245,000株、当第２四半期連結累計期間245,000株であります。
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（重要な後発事象）

取得による企業結合

　当社子会社である株式会社コシダカは、平成27年２月26日開催の取締役会において、株式会社ムーンの株式を取得し

て子会社化することを決議し、平成27年４月１日付で株式を取得いたしました。

 

（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　　株式会社ムーン

事業の内容　　　　　カラオケボックスの運営他

②企業結合を行った理由

　当社の事業セグメントは、カラオケ事業、カーブス事業、温浴事業、不動産管理事業で構成され、その主要なセ

グメントであるカラオケ事業においては、「カラオケ本舗まねきねこ」並びに「ひとりカラオケ専門店ワンカラ」

を日本国内で直営展開するとともに、韓国及びシンガポールへの海外展開も行っております。また最近におきまし

ては、東南アジアを中心とした海外展開のみならず、国内におきましても積極的な出店を行っており、特に首都圏

を中心とした地域への出店に注力してまいりました。

一方、株式会社ムーンは当社カラオケ事業の重点出店地区である神奈川県を中心に、店舗（ネットカフェ店舗

を含む。）を直営展開するチェーン店であり地域に特化した営業展開を行っておりますが、これまで培ってきた地

域密着型の営業姿勢に当社グループが有するノウハウを加えることによって、より強固な経営基盤の確立と相乗効

果による収益性の向上が期待できるためであります。

③企業結合日

　平成27年４月１日

④企業結合の法的形式

　株式取得

⑤結合後企業の名称

　株式会社ムーン

⑥取得した議決権比率

　100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

　株式会社コシダカが現金を対価として株式を取得したためであります。

 

（２）被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価　　　　　　　　現金　　　　　　　　　　　982,742千円

取得に直接要する費用　　　アドバイザリー費用等　　　　5,042千円（概算）

取得原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　987,784千円（概算）

 

（３）発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

 

（４）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

 

 

 

２【その他】

平成27年４月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・280,494千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成27年５月11日

（注）平成27年２月28日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年４月14日

株式会社コシダカホールディングス

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田島　一郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コシ

ダカホールディングスの平成２６年９月１日から平成２７年８月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成２６年１２月１日から平成２７年２月２８日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２６年９月１日から平成２

７年２月２８日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コシダカホールディングス及び連結子会社の平成２７年２月

２８日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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